












短期入所 /日中一時支援事業
　一昨年度 10 月に仙台市の方針により障害者家
族支援等推進事業（レスパイト事業）は日中一
時支援、短期入所へ移行しました。移行後の拠
点はすてっぷ・はうす（ぴぼっと南光台）、だい
ち（ぴぼっと支倉）となりました（登録者 240 名）。
移行後、1 年以上経過し、事業所間の行き来で時
間がかかることや介護人不足の状況ではありま
したが、職員間で連携を図り取り組みました。
すてっぷ・はうすは、消防設備の強化のために
スプリンクラーを設置しました。設置にあたり
登録利用者に寄附を呼びかけたところ多くのご
協力をいただきました。新型コロナウイルスの
影響による利用のキャンセルや利用控えが多く、
また利用者数の制限を行いましたので、短期入
所は前年度比△9.7％、日中一時支援事業は前年
度比△25.7％でした。1 月末から 2 月中旬にか
けて、グループホーム入居者が新型コロナウイ
ルスに罹患した際は、一時事業を休止し、対応

にあたりました。だいち（ぴぼっと支倉）につ
いては、令和 4 年度に改修工事があり、1 年間
程移転先での事業継続となります。スムースに
移転できるように進めていきたいと思います。

居宅介護事業
　昨年度に引き続きヘルプ事業は新型コロナウ
イルスの影響が非常に大きくみられました。移
動支援は 6 月まで新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、サービス提供を全て中止としまし
た。その後は時間、場所に制限を設け、段階的
にサービス提供を再開しました。しかしながら、
現在も利用の制限を行いながらのサービス提供
となっています。利用者のなかにはマスク着用
が難しい方もいるため、利用者、ヘルパーとも
に新型コロナウイルスの感染拡大防止に十分注
意しながら行っています。特に移動支援につい
てはコロナ禍の影響は大きく、前年度比△
47.8％と利用実績が落ち込みました。新型コロ

ナウイルスの感染拡大防止が最優先ですので、
利用の減少は致し方ありませんが、新型コロナ
ウイルス対応は長期化が予想されますので、安
定的な運営のための方策が必要となります。

指定相談・委託相談
　年々相談内容が多様化し、委託相談と計画相
談の両方を担う事業所（とびら /くれよん）では、
新規受け入れを求められますがこれ以上の受け
入れは困難な状況にあります。青葉区（人口 31
万人）にある「とびら」においては、「くれよん」
へのケース移管やケース終結を積極的に行いま
した。コロナ禍においては、訪問時間の短縮や
電話応対、オンラインによる会議等の対応に努
めました。今年度委託相談支援事業所と基幹相
談センターの連携強化を目的とした合同ケース
レビュー及び勉強会が企画され、基幹相談セン
ターとの連携を図りました。また相談業務専門
のソフトを導入し、業務の効率化が進みました。

福祉有償運送事業
　法人内ではぴぼっと南光台（すてっぷ・はうす）
1 箇所のみでの実施となっています。登録者数は
9 名で福祉有償運送に代わるサービスを利用する
ことが難しいため、個別に対応しています。今
年度の福祉有償運送事業の運行回数は、コロナ

禍の影響もあり 18 件と減少しました（前年度比
△78%）。

共同生活援助事業
　新型コロナウイルス感染症対策を継続し、感
染拡大防止に取り組んでいましたが 4 月、さく
らはうすでは入居者が濃厚接触者となり、長期
間グループホームでの療養生活となりました。
また、1月末から 2月中旬、4箇所のグループホー
ム入居者が新型コロナウイルスに罹患しました
（感染者 10 名）。感染の拡がりはとても早く、入
居者だけではなく、支援者にも拡大し、支援体
制の確保が困難となりました。その間法人内事
業所全体で職員が一丸となり、グループホーム
のバックアップを行い、支援体制の確保に努め
ました。職員の多くは感染拡大防止のためにホ
テルに宿泊しながら支援にあたりました。昨年
度宮城県看護協会派遣講師（感染管理認定看護
師）によるゾーニング（生活空間の区分け）に
関する指導を受けていましたので、感染者等が
発生した時には円滑に対応することができまし
た。職員間の情報共有のために各グループホー
ムへ iPad を整備し、アプリの運用によりタイム
リーに現場 - サービス管理責任者・サービス提供
責任者 - 管理者等が情報共有できるようになりま
した。

�Þ�O
��w�,�Š�g�æ�t�|	Ë�•	��n�4�w�­�O�¢	Ë�•
	��n�4�w�w�­�z	Ë�•	��w�F�¢	��t�0�b�”�§�	�s
�t�����b�”�O�o�£�t���“�z�O
�	ì�»�›�0	Å�q�b�”
�n�4�w�­�q�f�w�0� �t���b�”�¨� �Å�å� �ï�›��
�Š�z	*�Œ�`�g�r��
��w�h�Š�w�Z	.�›�î�ª�`�z�b
�;	��w�†
¶�q�V�b�4�¢�w�
�:�T�’�n�4�w�w�­�q
�&
~�s�0� �›
*
��b�”�\�q�›�è�$�q�`�o�M�‡�b�{
�y�^�o�z��
R ���� �å ���� �D�t�ª�æ�^�•�h�®	Ë�•	�
�n�4�w�­�O��̄z�ª�æ�T�’�ÿ ���� �å�U�&�a�`�z�`�•
�O�U�M�w�K�”
��•�w�V�b�4�¢�•
��V�w��	O�›�b
�”�™�Ý�x�ô�‡�“�‡�`�h�U�z
¶���$�t�x
��.�$�n
�4�•�&�A�$�n�4�w�Ä�«�C���U
ÿ�C���²�t�K�“�‡
�b�{�s�e�z�n�4�t�¸�”�w�T�{�f�•�x�z�`�•�O�U
�M�›
Q�w�s�T�p
Æ�D�r�s�æ�ˆ�U�K�l�h�“�z�`�•
�O�U�M�g�r
Æ�
�i�l�h�“�z�n�4�U�I�\�“�•�b�M
	ì	Ô���¥�i�l�h�“�b�”�T�’�p�b�{�›�t�Œ�$�`�•
�O�U�M�w�K�”
��w�›���w
Æ�D�r�s�æ�ˆ�w�É�`�^
�T�’�n�4�w�Ä�Š�t�¸�”�­�”�µ�U
¶���$�t���X�C
���^�•�o�M�‡�b�{
　つどいの家の権利擁護虐待防止委員会では、
権利擁護や虐待防止にかかわる法人内の研修企
画や啓発活動のために利用者と一緒にポスター
を作製するなどのこれまで様々な活動に取り組
んできております。さらに、利用者との関わり
の中で、活動中にあった支援の成功事例と失敗
事例を集約し、事例集として冊子にしました。
ここで一つ事例を紹介いたします。
　「ある時利用者に、『A と B どちらを食べます
か？』と提示したところ、困った表情を浮かべ
ながら B を選択しました。しかし、選んだ B も
食べませんでした」という事例です。実は、利
用者にとっては、A も B も苦手な食べ物で究極
の選択肢だったのです。どちらかを選ばなけれ
ばいけないという選択肢のみを用意し、「どちら
も違う」という選択肢がなかったのです。選択

肢を提示する際は、利用者の好みより、主たる
介護者や利用者を良く知る支援者の意見が選択
肢の中に入りがちです。しかし、利用者に選択
肢の中に「選択できるものはありません」とい
う提示を行なう機会は少ないかもしれません。
このように事例を作成することで、各職員が支
援の振り返りができ、次の支援に活かしていけ
るのです。支援の前提のなかで、「どんなに重い
しょうがいのある人でも意思があり、意思を汲
み取ることができないのは、私たちのスキル不
足がある」と考えながら支援にあたります。言
葉でコミュニケーションを図れなくても、指先
から足先まで目を向け、「どこかで意思を表現し
ている」と考えています。そのため、職員は日々
の活動の中で利用者と向き合い、悩んだり、失
敗を繰り返したり、経験を積みながら、意思を
汲み取ることに対してスキルアップに努めてい
ます。
　日々の活動の中では、「適切な支援だっただろ
うか」それとも「不適切な支援だったろうか」
と毎日振り返ります。「私たちのあの支援で、そ
の人にとって間違えた方向ではなかっただろう
か」「時間を戻すことができれば、もう一度やり
直したい」など、毎日反省と振り返りを行ない
ながら、重いしょうがいのある人の権利擁護に
ついて取り組み、法人職員間でしょうがいのあ
る人の権利をいかに守ることができるかを今後
も話し合っていきたいと思います。
　日本国憲法13条には、「すべて国民は個人とし
て尊重される。生命、自由及び幸福追求に対す
る国民の権利については、公共の福祉に反しな
い限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重
を必要とする。」と明記されています。すべての
人に認められる権利であることを忘れてはいけ
ないと思います。

主担当　つどいの家・コペル　大累　貴司

御礼 公益財団法人JKA様・公益財団法人日本財団様　ありがとうございます！御礼 公益財団法人JKA様・公益財団法人日本財団様　ありがとうございます！

　この度、新型コロナウィルス感染症の拡大防止補助事業として公益財団法人
JKA 様から補助金を頂き、「空気除菌脱臭機」「サーキュレーター」「二酸化炭素
測定器」「ソーラーパネル」「ポータブル電源」と多くの備品を購入する事が出来
ました。リビングや事務室での感染予防と緊急時の電源確保が可能となり、マス
クが出来ない利用者の皆さんも換気がままならない雨の日も安心して過ごす事が
出来るようになりました。

（ピボット若林・ぴぼっと支倉・ぴぼっと南光台）

　公益財団法人 日本財団様より助成いただき、仙台つどいの家に福
祉車両（日産キャラバン）を整備させていただきました。送迎や外
出などで利用させていただいております。心待ちにしていた新しい
快適な車に日々の送迎がより楽しくなりました。

（仙台つどいの家）

～権利擁護虐待防止委員会～～権利擁護虐待防止委員会～
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編集後記

　広報誌つどい第 34 号をお読み

いただきまして、ありがとうござ

います。暑さ厳しき折柄、皆さま

くれぐれもご自愛下さい。

短期入所 /日中一時支援事業
　一昨年度 10 月に仙台市の方針により障害者家
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らはうすでは入居者が濃厚接触者となり、長期
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した。

　令和３年度

　 寄 付 者 ご 芳 名 　　　
（令和３年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日）

沢山の方々のご協力に心より感謝申し上げます。

　総計 435 名様  22,757,074 円
　
《寄付者芳名の掲載について》

・ 匿名を希望された方及び掲載可否の不明な方は

　匿名とさせていただきましたので、何卒ご了承

　ください。

浅野　昭子　様
浅野　道子　様
芦川　宏　様
安海　美香　様
（有）アド・フォート　様
（株）アトマックス　様
阿部　絢子　様
阿部　恵美子　様
阿部　信一郎　様
阿部　はま子　様
阿部　洋子　様
阿部　留美　様
（株）アルタック　様
アルト　代表　古高亨　様
㈱アルファス計装　様
粟野　広　様
安藤　冷子　様
イオンスーパーセンター(株)

イオンスーパーセンター鈎取店　様
イオン東北株式会社

　イオン仙台幸町店　様
イオン東北株式会社
　イオンスタイル仙台卸町店　様
飯田　達夫　様
飯野　雄彦　様
飯部　博人　様
生江　哲夫　様
石井　知幸　様
石井　望　様
石垣　美紀　様
石倉　竹次　様
石田　睦美　様
石道　敦　様
礒部　明子　様
磯　学　様
板垣  正人　様
市橋　章子　様
伊藤　孝　様
稲木　俊夫　様
稲邑　恭子　様
岩佐　加奈子　様
牛袋　昭宣　様
梅川　敬子　様
遠藤　あけみ　様
遠藤　克子　様
大内　恭子　様
大越　裕光　様
大村　武志　様
大山  眞一　様
大和田　尚子　様
緒方　圭子　様
岡村　京子　様
奥津　勇吾　様
奥野　陽子　様
奥山　慎一　様
尾崎　靖博　様
長田　紀人　様
落合　文子　様
小野　真理子　様
鏡　雅子　様

（有）鍵屋商店　様
梶井　覚　様
加藤　大輔　様
上遠野　千秋　様
加藤　幸子　様
河田　榮子　様
河田　年弘　様
川名　はつ子　様
川股　ちぐさ　様
菅野　道世　様
菅野　ルミ　様
木村　すげみ　様
工藤　祐一　様
玄光庵　様
小泉　雄介　様
コーエンズ　久美子　様
古高　美奈　様
後藤　一郎　様
後藤　啓二　様
後藤　光一　様
後藤　富男　様
小室　正人　様
近藤　ヨシ子　様
齋藤　孝ニ　様
斎藤　進　様
齋藤　秀夫　様
斎　益生　様
坂川　母土子　様
佐々木　和弘　様
佐々木　眞一　様
佐々木　敏明　様
笹口　ひろ江　様
佐藤　和子　様
佐藤　清　様
佐藤　清美　様
佐藤　功一　様
佐藤　正司　様
佐藤　時子　様
佐藤　光　様
佐藤　宏　様
佐藤　広美　様
佐藤　正弘　様
佐藤　三代子　様
佐藤　泰司　様
佐藤　裕子　様
佐藤　由樹　様
佐藤　由美子　様
佐藤　芳直　様
佐藤　吉久　様
佐藤　吉弘　様
佐藤　理恵　様
（有）サンシン自動車　様
（株）ジェイアイシー　様
（株）ジェー・シー・アイ　様
（株）七十七銀行沖野支店　様
品田　良裕　様
志村　鎮　様
下郡山　和子　様
下郡山　琢　様
下郡山　徹一　様

特定非営利活動法人
　しょうがい福祉ネット仙台
　　清算人加藤義晃　様
株式会社庄子専助商店　様
庄司　孝志　様
庄子　博　様
庄司　みよし　様
食事サービスふたばの会　様
白鳥　美憂　様
末永　めぐみ　様
菅原　和枝　様
鈴木　昭博　様
鈴木　智子　様
（有）生活空間工房　様
一般社団法人
　仙台建設業協会　様
仙台商工会議所　様
仙台つどいの家 職員の会　様
仙台つどいの家 保護者会　様
相馬　智子　様
髙倉　祐一　様
高鳥　盛男　様
髙橋　治　様
髙橋　邦明　様
髙橋　浩也　様
髙橋　晋　様
髙橋　秀昭　様
髙橋　光雄　様
髙橋　悠也　様
髙橋　渉　様・晃　様
滝口　恵美　様
田中　悦子　様
田中　総一郎　様
田中　紀子　様
田村　義孝　様
千葉　康平　様
（株）千葉出版印刷　様
千葉　千広　様
千葉　信男　様
槻田　朗　様
槻田　晟　様
辻田　弘美　様
つどいの家後援会　様
つどいの家・コペル

　保護者会　様
つどいの家連合保護者会　様
常田　拓　様
寺嶋　則夫　様
東洋ワーク（株）様
戸澤  慶子　様
長岡　喜美子　様
長岡　恒有　様
長岡屋　こぎん部　様
永坂　恵子　様
中村　晴美　様
成川　みよ子　様
根本　晋一　様
根本　眞人　様（悟美　様）
（株）ハート総合企画　様
芳賀　翅子　様
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芳賀　英明　様
一般財団法人

白石庵敬神会　様
橋本　智　様
橋本　智子　様
長谷　真澄　様
馬場　幸　様
土生　福子　様
早川　實　様
早川　正秀　様
早坂　きみ子　様
早坂　匠　様
早坂　美和子　様
早坂　理理　様
林田　茂　様
針持　哲郎　様
社会福祉法人聖坂学園

オリブ工房　様
平間　眞澄　様
福地　眞　様
藤岡　正行　様
（有）ふじや千舟　様
舟山　清人　様
ブルームビルド株式会社　様
星　幾代　様
星　仁　様
細井　実　様
堀江　順子　様
堀口　正博　様
堀　信子　様
本郷　廣也　様
本田　久美子　様
前野　忠夫　様
松浦　功　様
松木　朝海　様
松田　直　様
丸山　政己　様
三浦　守　様
皆川  信子　様
公益財団法人宮城厚生協会

若林クリニック　様
村上　栄子　様
茂手木　隆　様
門眞　咲枝　様
八鍬　龍義　様
谷地森　涼子　様
山内　房生　様
山口　収　様                                                          
山口　賢江　様
山田　征司　様
山中　成基　様                                                              
我妻　長子　様
若松　勝三　様
渡邉　智　様
和田山　えり子　様

匿名希望者　２１１名様
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